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平成29年12月橋本市議会定例会会議録（第３号）その６ 

平成29年12月５日（火） 

                                          

○議長（岡 弘悟君）順番11、５番 坂口君。 

〔５番（坂口親宏君）登壇〕 

○５番（坂口親宏君）冷やこい冷やこい冷や

しあめ、要りまへんか。皆さん、目が覚めま

したか。２日目の午後の深い時間ですから、

もうお疲れかもしれませんけれども、しばら

くおつき合いをいただきたいと思います。 

 改めまして、皆さん、こんにちは。刷新ク

ラブの坂口親宏でございます。 

 今の呼び声、くすっと笑っていただいた方、

もうご覧になっていらっしゃいますね。ＮＨ

Ｋの連続テレビ小説、今、人気の「わろてん

か」で風鳥亭のごりょんさん、てんちゃんが、

真夏の暑い日に風鳥亭の前で売れなかった冷

やしあめを、工夫を凝らして売ったときのか

け声ですね。なかなか売れない冷やしあめな

んですけれども、氷の柱に瓶を転がしながら

売って、これが非常に売れたというこういっ

たエピソードですね。冷やしあめ、私なんか

は飲んだことがないんですけれども、同僚の

最年長の先輩議員なんかは、幼少の頃、夏祭

りで飲んだことがあるやもしれませんけれど

も、この冷やしあめなんですけれども、やは

りテレビの影響力は非常に大きくて、グーグ

ルの検索数では上位のランキングになったそ

うです。冷やしあめ、現在のジンジャーエー

ルとはちょっと違うようですよ。ショウガに

あめですか、そういったものをアレンジして

つくったそうなんですけれども、また、復刻

版で出るかもしれません。本当にテレビの人

気は大きいと思います。 

 アドリブで今のようなことを申し上げたん

ではなくて、きょう、ＤＭＯを扱います。観

光商品をどのようにして売るかという、そう

いったエピソードです。ですから、風鳥亭の

ごりょんさんの呼び声というのが非常にまた

参考になるやもしれません。皆さんのこれか

らの一般質問、頭の片隅に置いていただけま

したら幸いでございます。 

 朝ドラといいましたら、先日、発表になり

ましたね。2019年の上期の作品です。「夏空」

という広瀬すずちゃんがヒロインで、早々と

決定しましたね。当初の青写真から比べまし

たら、半年前倒しの決定になります。なぜか

といいましたら、十勝平野を舞台にした作品

になっているようです。ですから、来年の夏

にロケをしなくてはいけない。そして、今人

気の広瀬すずちゃんのスケジュールを押さえ

ないといけない。ですから、2018年の秋のヒ

ロインをすっ飛ばして、2019年の朝の上期の

ヒロインが先に決まったということです。 

 ということは、今、前畑秀子朝ドラの誘致

を、本市を上げて進めておりますけれども、

既に2019年の上期が決まっておりますから、

その上期の作品の発表を置いて１年以上間が

あくことはないと仮定しますと、2018年の４

月、５月、半年置いてこの辺りに、2019年の

下期の作品の発表があるかもしれません。朝

ドラジャンボ宝くじの当選発表、2018年の４

月か、あるいは５月といったところになるか

と思います。ぜひ吉報を期待したいと思いま

す。 

 それでは、議長の通告をいただいておりま

すので、通告に従いまして、一般質問をさせ

ていただきます。 

 設立されたＤＭＯの営業・活動状況とあわ

せて、本市の観光戦略を伺ってまいります。 

 小さい項目の一つ目です。橋本駅前の観光

案内所の機能と役割は何でしょうか。（観光

シーズン期間中の営業販売実績なども具体的
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にお示しをいただきたいと思います）。 

 小さい項目の二つ目。橋本駅前周辺の飲食

店や営業店舗に橋本市のお土産品の一部を販

売する業務委託をしたらどうか。 

 小さい項目の三つ目。高野山への観光客が

橋本駅からの代替バスに振りかえられている

間、本市のシティーセールスやＤＭＯはどの

ような戦略でこれらの観光客にアプローチし、

誘客や本市のＰＲを行っているのか。 

 小さい項目の四つ目。上記の期間中、橋本

駅前にぎわいパフォーマンスのイベントは、

スペースや安全上の理由で中止となっている

ようなんですが、高野口駅で代替実施しては

どうか。 

 小さい項目の五つ目。シーズンオフ期間中

の本市・ＤＭＯの誘客のための売り・観光戦

略は何でしょうか。例えば、プロジェクショ

ンマッピングなどの新規イベントの造成をし

てはどうかという。ご覧いただいたらわかる

と思うんですが、今、皆さまのお手元の通告

書、全て何々してはどうか、何とかなんでし

ょうかといったような具体的な提案型の一般

質問になっています。 

 それから、５項目めのプロジェクションマ

ッピング、同僚議員に聞きましてもわからな

いという答えが返ってきました。皆さんのお

手元のタブレット端末、ノートパソコン等で、

もしおわかりにならない方がいらっしゃいま

したら、口頭で説明するのは非常に難をきわ

めますので、プロジェクションマッピング、

お調べをいただきたいと思います。 

 それから、大きな項目の二つ目です。 

 台風被害・土砂災害調査でドローンを利活

用し導入することの是非について、再度防

災・消防における本市の方向性を伺ってまい

ります。 

 では、壇上からは一旦、どろんします。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君の質問項

目１、ＤＭＯの営業・活動状況と本市の観光

戦略に対する答弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）設立されたＤ

ＭＯの営業・活動状況とあわせて本市の観光

戦略についてお答えします。 

 まず、一点目の観光案内所の機能と役割に

ついてですが、観光案内所の機能として最も

重要なことは、橋本市を含むこの地域を訪れ

てくださった方々や、これから訪れようとし

ている方々に対して必要な情報を端的かつ正

確に提供することだと考えています。 

 また、役割としては、お客様の個別ニーズ

に合った観光などの情報を提供したり、お土

産などの特産品を販売することにより橋本市

の魅力を発信し、当地のファンとなっていた

だきリピーターを増やすことだと考えていま

す。 

 その意味で、観光案内所の対応として、接

遇はもちろんのこと、観光情報の把握・商品

知識のスキルアップなど、一層、観光案内所

業務に励んでいただくよう進めていきます。 

 なお、営業販売実績は、平成28年度中の総

売上額は258万188円であり、そのうち春の観

光シーズンである４月から６月の物産販売の

実績は76万4,009円となっています。現在、観

光協会の収支状況は、会員会費、受託事業費、

物販手数料等の総収入に対して、人件費、事

業費等の総支出がほぼ同額となっています。 

 次に、二点目の土産品の一部を駅周辺の営

業店舗で委託販売してはとのご質問ですが、

一般的な観光地によくある駅前周辺の店舗に

他店の商品を委託販売するだけではなく、Ｄ

ＭＯマーケティングエリア内事業者間同士の

マッチングにより新たなお土産を商品開発し

ていただき、販売促進につながる取り組みを

推進したいと考えています。 
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 三点目の高野山への観光客が代替バスに振

りかえられている間の戦略についてのご質問

ですが、先週の11月27日の月曜日から、地元

の農業生産者と連携し、ＪＲ橋本駅の構内で

橋本産の柿の受注販売やお土産の物産販売、

観光パンフレットなどを用いた観光ＰＲを実

施しています。代替バスの乗りかえという限

られた期間ですが、駅構内で積極的に観光客

等にお声がけさせていただき、できるだけ観

光案内所へ誘客を促すとともに、橋本市の魅

力をＰＲしたいと考えています。また、市と

して、地元事業者の方々が積極的に物販など

の取り組みを行えるような環境に努めていき

たいと考えています。 

 四点目の橋本駅前にぎわいパフォーマンス

を高野口駅で代替実施してはどうかとのご質

問につきましては、平成29年９月16日から11

月26日までの間、高野山麓世界遺産アクセス

バス周遊キャンペーンに合わせて、大正ロマ

ン薫るまち高野口ブランディングキャンペー

ンを高野口駅を拠点に実施しました。橋本駅

前で実施している駅前にぎわいパフォーマン

スと同じような形態ではスペースの関係上難

しいですが、今回実施したブランディングキ

ャンペーンのような取り組みを高野口駅前で

定期的に実施していきたいと考えています。 

 最後に五点目のシーズンオフ期間中の観光

戦略についてご質問ですが、本市及びＤＭＯ

の誘客のための売り・観光戦略として、四季

を通した地域の魅力を発信したいと考えてい

ます。連携町であるかつらぎ町では、年間を

通して実施できるフルーツ狩りが行われてお

り、四季折々のさまざまなフルーツの提供が

可能です。また、一般的には、シーズンオフ

とされている冬場には、雪景色を堪能できる

温泉ツアーなど、四季の移り変わりを売りに

した観光戦略を実施したいと考えています。 

 また、平成27年に金剛峯寺が実施した高野

山開創1200年記念大法会での根本大塔へのプ

ロジェクションマッピングでは、非常に多く

の観光客が訪れたと聞いています。実施する

ために必要な経費も大きいことから、本市が

単独で実施するのではなく、高野山金剛峰寺

などのＤＭＯと連携する民間企業の皆さまと

一緒に、ＤＭＯの受託事業として検討したい

と考えます。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）経済推進部長、本当に

ありがとうございました、今の答弁。先日、

発表されましたプレスリリースなんですけれ

ども、経済推進部長が中心になりまして長年、

積み重ねて準備をされてこられたＤＭＯが、

この秋にようやく設立、日の目を見ました。

一般社団法人高野山麓ツーリズムビューロー

です。ぜひ、また私は応援していきたいなと

いうふうに思います。先ほども申し上げまし

たように、私は橋本の観光を応援しておりま

す。今回の一般質問は、何ら誹謗中傷するも

のではなく全て提案型です。こうしたらどう

でしょうか、こういったものはどうでしょう

かという、そういったものをお酌み取りいた

だきながら前向きのご答弁をぜひいただけま

したら、30分程度で済むかと思われます。 

 ＤＭＯなんですけれども、前に座って私の

ほうに視線を送っていらっしゃる皆さんの中

にも、このＤＭＯがまだおわかりにならない

方がいらっしゃると思います。いらっしゃい

ます。このＤＭＯ、私も委員会等でＤＭＯの

説明を求めても、なかなか正確な答えが返っ

てこない。おまけに、ツーリズムビューロー

ですね。英語表記、片仮名表記でも、行政当

局の皆さんでさえわからない。同僚議員の中

でも英語の弱い方は、ひょっとすると何のこ

っちゃわからへんという、そういう方がいら
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っしゃるかもしれません。 

 本当に長年この準備を進めてこられた経済

推進部長に伺います。ＤＭＯ設立のその大き

な趣旨、そしてこの高野山麓ツーリズムビュ

ーロー、このツーリズムビューローというの

がよくわからないので、ここも丁寧にご説明

をいただけたらと思います。そして、私もこ

れまでの一般質問でＤＭＯについて説明をし

てまいりましたが、橋本の絡んでいる高野山

麓ツーリズムビューロー、ＫＰＩはどんなこ

とを大切に設定をしているのか、この三点で

す。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）このＤＭＯの

創設に伴って、経済建設委員会でも詳しく報

告させていただこうとは思っておるんですが、

この高野山麓の地域、橋本市、かつらぎ町、

それぞれの共通の悩みは人口がどんどん減っ

ていって、なかなか産業が上向きにならない。

そういった中で、今できることはやはり観光

振興を通じて経済活性化ということを大切に

考えました。そういうことで、広域のエリア

の中でそれぞれ観光資源を整理していただい

て、体験型観光を中心に複合的に活用するこ

とで、地域の魅力をしっかりプロモーション

していきたいと思っております。 

 具体的には、旅行商品をつくってそれを販

売する、そういったことが主要事業になって

まいります。 

 それと、ツーリズムビューローという言葉

なんですが、あえてなぜこの言葉をＤＭＯの

名称に選んだかと申しますと、やっぱりニー

ズを国内だけではなくして、世界中に求めて

いきたい。非常に外国人のお客さんもたくさ

ん、高野山を中心に、今までのお客さん、た

くさん来られていますし、ネットなんかで検

索すると、やはりツーリズムビューローとい

うのが一般的に世界の観光の法人として一般

的になっております。そういう意味から、あ

えてツーリズムビューローという言葉を検索

にかかりやすいワードとして取り入れており

ます。 

 あと、ＫＰＩについてなんですが、ＫＰＩ

については、やはり一番めざすところは地域

内消費でございます。地域内でどれだけの消

費があるか。当然、事前に調査をしておいて、

毎年、そういったＫＰＩがどれだけ成果につ

ながっているかということを、きっちり確認

していきたいと思います。いくらたくさんの

お客さんが来ていただいても、通過するだけ

ではだめです。きっちり地域でお金を落とし

ていただき事業者が儲かる、そういう形態を

しっかりとっていくためにも、このＫＰＩは

地域内消費を中心にして考えたいと思ってお

ります。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。少し違いますね、私のには。稼ぐ力とい

うのをぜひ、ＫＰＩの設定もそうなんですけ

れども、理念としては、ＤＭＯというのは地

域の活性化、稼ぐ力をぜひつけていただきた

いというそういった趣旨が必ずあるはずです

ので、そういったところも多分、今のご答弁

もれではなかったと思うんですが、そういっ

た意味のニュアンスも、ぜひつけ加えていた

だきたかったですね。 

 それと、ツーリズムビューローですけれど

も、これはよくわからないという方がいらっ

しゃるので、直訳の言葉もつけ加えていただ

いたらいいかなと思います。これ、ツーリズ

ム、観光ですね、ビューロー、案内所あるい

は事務所といった意味です。ですから、直訳

すれば高野山麓の観光案内所という感じです

ね。これでいいかと思います。 

 伺ってまいりますけれども、体験型の話は

後で伺います。私、申し上げている橋本駅前
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の観光案内所、これとＤＭＯとの関係をまず

伺います。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）観光案内所は

橋本市の委託事業でございまして、現在、観

光協会が受託者として運営していただいてお

ります。近々、観光協会の総会に諮って、Ｄ

ＭＯのほうへできるだけ移行していただくよ

うなご相談をさせていただこうと思います。

できれば、来年早々、１月からそういう状況

にして、観光案内所の委託をＤＭＯに切りか

えていきたいというふうに考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）先ほどのご答弁で、部

長、こうおっしゃったんですよ。橋本市の魅

力を発信し当地のファンとなっていただき、

リピーターを増やすことだと考えますと。こ

れ、橋本市の観光案内所の機能と役割を一番

目の小さい項目で問うております。それにつ

いての考えますというようなご答弁で、答弁

もれという感じではないんですけれども、現

在の機能としては、部長がご覧になっている

橋本駅前の観光案内所の機能としては、今、

部長がお考えになっている考えますというこ

ういった機能というのは、十分果たせている

のかどうか、その評価を伺います。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）観光案内所の、

私、壇上でお話をさせていただいた大事な役

目を果たしていくために最も重要なのは、や

はり人材だと思っております。この人材に関

しては、３人のうち２人が今年の４月から観

光協会で採用させていただいて、配属させて

もらっています。そのうちの１人はまだ一月

もたっておりません。そういう状況の中で、

なかなか橋本市の商品であったり、観光案内

を正確、的確、敏速にできていないかもしれ

ませんが、そういったことをしっかりこのＤ

ＭＯの中で研修していただき、受託者として、

観光案内所の業務を遂行していただきたいと

考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。ぜひ期待しておりますけれども、部長、

私、８月でしたか、岐阜に手土産を持ってい

くために観光案内所を訪れまして、橋本のお

土産を買い求めようと思いまして行きました

けれども、はたごんぼの説明をおできになら

ない案内所の職員がいらっしゃいました。前

畑秀子のステッカーが張ってましたので、「前

畑、頑張れ」というフレーズはこれはという

ふうにお尋ねしましても、正確なお答えが返

ってきませんでした。はたごんぼ、前畑秀子

のご説明もできない方に、橋本の観光ができ

るんだろうか。黒河道のご説明も十分におで

きにならなかった。 

 ですから、部長、確認です。これは決して

誹謗中傷するものではないんですけども、私

はあくまでも冒頭申し上げましたように橋本

の観光を応援しております。これが接遇です

ね。冒頭申し上げましたでしょう。風鳥亭の

おてんちゃんのように、工夫と熱意と、そう

いった気持ちを持って橋本の観光をツーリス

トに売っていただける接遇を、これからして

いただけるのかどうか。その接遇、トレーニ

ングを実際にやっていくのか。もしその青写

真があるのであれば教えていただきたいと思

います。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）私が感じると

ころでは、今のメンバーは非常にプライベー

トでも熱心に、橋本の観光資源について勉強

に各地に行ったり、イベントに行ったりして

おりますし、市民の中には随分変わったよと

いうふうにお話いただけておる方もいてます。

ただ、十分でないことは十分理解しておりま
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すので、今後、ＤＭＯに変わった折には、し

っかりそのＤＭＯ受託者に対して研修をして

いただけるように指導してまいりたいと思っ

ております。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（岡 弘悟君）指摘してください。 

○５番（坂口親宏君）できれば具体的に、ホ

テルであったりとか、あるいは、どういった

トレーニング方法をするのか。いわゆる、誰

がどのように接遇をしていくのかというのは、

これ、トレーニング方法ですよ、結局。３人

のスタッフしかいないわけですから、レベル

を上げていくためにはどのようなお考えなの

かとお尋ねしているわけですから、具体的な

お示しがなかったので答弁もれという言葉を

使わせていただきました。 

 再度答弁を求めます。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）具体的に、そ

ういった専門の方を招いて、講習会なんかに

参加できるようにしていただこうと思ってお

ります。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。この質問はこれにて結構ですけれども、

あと、販売実績なんですけれども、ほぼ同額

という今のお答えだったんでけれども、これ、

同額じゃ困るんですよ。ＤＭＯは利益を出し

ていくビジネス共同体ということに、先ほど

もおっしゃったじゃないですか、ＫＰＩの設

定は地域にお金を落としていただくためだと。

ですから、観光案内所の職員もやはり本気を

出して、おてんちゃんのように本気を出して

いただいて、稼ぐような意識を持っていただ

かないと困ると思うんですよ。ですから、決

して、これ、赤字じゃないと思うんですけれ

ども、普通のお土産屋さんだったら、これ、

赤字経営になるんですか。これはどうなんで

すか。もし仮にこういう機能は持っているに

しても、土産物店という仮に仮定した場合は、

賃貸費、人件費、経費等を差し引いた場合は、

これは赤字経営にはならないんですか。赤字

経営にはならないのかどうか聞いています。

通告外ですか。 

○議長（岡 弘悟君）ぎりぎり入っています

ね。 

○５番（坂口親宏君）ぎりぎりですか。じゃ、

お願いします。 

○議長（岡 弘悟君）はい、大丈夫です。ぎ

りぎりセーフです。 

 経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）観光協会とし

て、今、観光案内所の業務を委託させていた

だいておるわけなのですが、確かに、物販だ

けでいいますと赤字です。ただ、ＤＭＯにか

わっていけば、この分はしっかり解消してい

けるような物販を具体的にしていきたいと思

っています。ただ、このＤＭＯはお土産を売

るための、そういったことをメインにしてお

るわけではなくして、橋本市の魅力をしっか

りＰＲしていくことが大事ですので、いろん

なイベントに出向いていって、どうしても赤

字になるときはあります。けど、それは何の

ためにするかというと、橋本市をＰＲするた

めです。そういうことがあって、なかなか市

内の事業者、市外のイベントに参加していた

だけてません。これは実質赤字になるからで

す。そういったことを積極的にやるのが、今

の観光協会であったし、これからのＤＭＯで

あると思います。ですから、これだけを見て

赤字だという部分については、私どもは考え

ておりません。 

○議長（岡 弘悟君）坂口議員、申しわけな

いです。訂正いたします。十分通告内でした。

申しわけありません。 

 ５番 坂口君。 
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○５番（坂口親宏君）ぎりぎりではなかった

ということですか。 

○議長（岡 弘悟君）なかったです。 

○５番（坂口親宏君）わかりました。セーフ

ということですね。 

 では、一つこれは提案です。前向きな提案

です。一生懸命売っていただいたスタッフに

は、インセンティブをぜひつけていただきた

い。一生懸命に売り上げが上がれば、それな

りの報酬をつけるようにしたらどうでしょう

か。そしたら、もっと売り上げも伸びるでし

ょうし、おてんちゃんのように一生懸命、何

をどういうふうにして売ったらもっと利益が

上がるのかというようなことを自分たちで考

えてくれると思うんですが、これは提案です

がどうでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）当然、今度は

一般社団法人にＤＭＯがなってまいりますの

で、今、非常に安い賃金で観光協会の職員は

採用させていただいておるようですが、これ

は毎年、そこのＤＭＯがしっかり経営状況を

判断して、その職員についての給与について

も職員と相談しながら決めていくと思います

ので、そこは私のところがこうしろ、ああし

ろということはできない立場でございますの

で、ご理解お願いします。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。次に参ります。 

 部長、こうおっしゃったんですよ。他店の

商品を委託販売するだけではなく、ＤＭＯマ

ーケティングエリア内事業間同士のマッチン

グによって、新たなものをつくっていくと。

ですから、委託販売をお認めになっていらし

ゃる。やるというふうにおっしゃっているわ

けですが、どのような手法でやるんでしょう

か。あるいは、時期はどうでしょうか。それ

と、商品開発をしていただきということなん

ですが、どのように周知徹底をしていって、

新しい商品をつくっていくんでしょうか。具

体的に伺います。通告内ですね、これは。 

○議長（岡 弘悟君）申しわけありません。

はい、通告内です。 

 経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）私が壇上で申

し上げた駅前の周辺の店舗に委託販売という

意味は、観光案内所が他店へ今置いている品

物を委託するということではなくして、ＤＭ

Ｏのマーケティングエリア内の事業者同士で、

いろんなものを持ち寄って新しい商品開発を

していただけたらどうかということを提案し

ていきたいと思っております。 

 例えば、かつらぎ町は年間通じていろんな

果物が生産されておりますので、そういった

果物を使って、例えば、駅前の老舗のまんじ

ゅう屋さんとコラボして、そういった新しい

商品をつくっていく。こういったものをお土

産にしていく。これもまた一つだと思います。

そういった周知については、既に実績ありま

す「がんばれ橋本応援補助金」で、壇上でも

申し上げた30件以上の実績がございますので、

その商品開発に向けて、しっかり広報とかホ

ームぺージでＰＲしていきたいというふうに

考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）済みませんね、あまり

観光案内所の土産物が売れてなかったですか

ら、こういった提案をせざるを得なかったと

いう状況です。ぜひ観光案内所のスタッフの

方も、インセンティブがもし仮につくんであ

れば一生懸命売っていただいて、また、委託

販売等も、駅前の営業店舗などを巻き込みな

がら橋本の商品をぜひ売っていただきたいと

いうふうに思います。 

 それから、今回この質問に至った経緯なん



－133－ 

ですけれども、今、高野山行きの観光客が全

て橋本駅の改札口を通って、代替バスで高野

山に向かっているわけなんですが、橋本駅前

の観光案内所がありながら、何らアタックを

していない、アプローチをしていないという、

非常に市民の皆さんからもお声をいただきま

した。シティーセールスのほうにも、私は柿

を売ったらどうかとか、もっと土産物を売っ

たらどうかと、観光案内所のもっと扉を開け

て、おてんちゃんのように軒先で冷やしあめ

を売ったらどうかとか、これは冗談ですけれ

ども、そういうものを売ったらどうかとかと

いうような提案をさせていただいたんですけ

れども、11月27日から柿を売っているそうな

んですけども、11月27日午後１時、私は駅前

に出向きましたが売っていなかったんですが、

一体いつから売っているんでしょうか。なぜ、

11月27日、冬柿は先ほど調べましたら11月の

初旬からとれるそうですけれども、なぜ11月

の頭ぐらいから、日本一とうたわれている橋

本の柿を駅前のツーリストに売り込んでいか

なかったのか、このあたりはどうでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）駅構内で販売

させていただいた内容につきましては、現在、

柿だけではなくして、柿やミカンやキウイ、

それと、市内の事業者の箱物のいわゆるお土

産品なんかも並べさせていただいて、販売さ

せていただいております。時期は11月27日の、

実は、２時からさせていただきました。そこ

から、27、28、30、12月１日、２日、３日、

４日、１日だけ休んで、主に28日からは９時

からだいたい17時、場合によってはお昼まで

であったり、昼から夕方までであったり、限

られた人数でございますので、変則的にさせ

ていただいております。 

 時期について遅かったんではないかという

お話ですが、私どもとしましては、限られた

人間がシフトをしていくのにどうしてもその

業務をできることができなかったというふう

に、観光協会のほうからは聞いております。

であったら、職員がかわって行けばというお

話になるかもしれませんが、職員もそのとき

には災害対応で、それぞれの部課から動員職

員が毎日のように出ておりましたので、なか

なかそこに手が回らなかったのが状況でござ

います。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）すいませんね、私、行

ったのが１時でした。２時ですか。私を避け

るように２時からスタートとは、本当にもう

少し遅く行けばよかったですね。すいません

でした、すいませんでした。でも、もう少し

早く売っていればもっとよかったってそうい

う提案です。ですから、機を見て敏なりとい

う言葉があります。よろしいですか。お調べ

ください。ものを売っていくためには、やは

り俊敏に行動しないと利益が少なくなるとい

う意味です。ぜひこれを戒めにしていただき

たいなというふうに思います。 

 それと、橋本駅前とあわせて高野口駅前の

活性化事業なんですけれども、昨年の12月議

会、経済推進部長は４番議員の質問にこう答

えておられますね。４番議員の質問はこうで

す。高野口にも駅前がございますので、高野

口の駅前ではああいうパフォーマンス、橋本

駅前と同じようなパフォーマンス、駅前にぎ

わいイベントをやらないんですか。あれは橋

本の駅前だけなんですかという質問に対しま

して、こうお答えになっています。「高野口駅

というのは比較的駅前スペースが広くて、駐

車場も公民館とか、高野口の商工会とかいろ

んな駐車場があって、できるだけ協力をいた

だきながら高野口の駅前でも実施したい」と

いうふうにご答弁をいただいております。 

 今回、ブランディングキャンペーンも結構
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なんですけれども、既に終了しておりますよ

ね。これからこういったイベントというのは、

去年の12月にご答弁をされておられますね。

できるだけ協力をいただきながら、高野口の

駅前でも実施したいと思いますと、このよう

に答えていらっしゃいます。何回も申し上げ

ます。これ、やるんですかやらないんですか、

これから。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）担当課のシテ

ィーセールスとも協議しながら、これについ

ては年度内中に実施していきたいというふう

に考えております。ただ、橋本の駅前のよう

なやり方、例えば、軽トラ市を高野口駅の前

でもブランディングキャンペーンのときに行

ったんですが、やはりなかなか高野口の駅前

というのはそのイベントを目的に来ていただ

ける方がほとんどで、橋本駅のように、ＪＲ

と南海電鉄が交差する、いわゆるアクセスの

途中として立ち寄っていただける方が非常に

少なかった関係で、売り上げが伸びませんで

した。そういったところから、橋本駅と同じ

ようなやり方は若干無理があるのではないか

というふうに考えております。そういうこと

から、近くのかつらぎ館であったり、前田邸

を利用したそういった周遊型のイベントにし

ていきたいというふうに考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。橋本駅前の復旧のめどが今のところ立た

ないので、ぜひ高野口の駅にも力を入れて、

活性化のためにそういったイベント等、企画

をしていただきたいと思います。これはご答

弁は結構です。 

 次に行きますよ。次、プロジェクションマ

ッピングです。もうお調べいただけましたか。

なかなかこのプロジェクションマッピングを

口頭で説明するのは無理なんですけれども、

根本大塔で1200年法会のときに実際に実施さ

れたことがあるといいます。もうお調べいた

だいていると思うんですけれども、どのよう

なイベントで、どれくらいの費用がかかった

のかお調べいただいていますか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）開創1200年の

大法会のときに、根本大塔に映し出すプロジ

ェクションマッピングのイベントに、私も参

加してまいりました。実際、この目でその内

容について確認させていただきました。非常

にたくさんのお客さんが来られておりました

し、多分、１週間ぐらいの間でされておった

ように思うんですが、金剛峯寺のほうに確認

しますと、費用が約2,000万円必要であったと

いうことでございます。効果は、開創法会全

体の効果として捉えておるので、なかなかプ

ロジェクションマッピングでどれだけの方が

来られたという内容については把握できてい

ないというお話でした。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）プロジェクションマッ

ピングに別に固執しているわけじゃないんで

すけれども、ＤＭＯ冬枯れの観光シーズンに

何か観光商品になるものという、プレスリリ

ースをされたときでも、多分、会長がおっし

ゃっていたと思うんですけれども、そういっ

た商品開発はぜひされるべきだと思うんです

が、部長はこのように答弁されていらっしゃ

るんですよ。冬景色の温泉ツアーとは、この

ように組まれていらっしゃるんですけどね、

冬景色の温泉ツアーなんていうのは普通の観

光ツーリストに行ったら、もう腐るほどあり

ますよ。だから、橋本市本市の標榜するＤＭ

Ｏの冬景色の温泉観光商品というのはどうい

うものなのか、ちょっと今、お考えになって

いらっしゃるもの、冬枯れの観光シーズンに

は、プロジェクションマッピングは費用対効
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果で非常に2,000万円、小規模なものからいろ

いろあるんですけれども、どんなものをお考

えになっていますか。雪景色の温泉ツアーと

は具体的にどんなものですか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）これはＤＭＯ

の地域連携をさせていただいておりますかつ

らぎ町と一緒に取り組んでいこうと思ってお

るんですが、内容については、ＤＭＯで商品

構築されると思うんですが、私のイメージと

してあるのは、やどり温泉のいやしの湯であ

ったり、かつらぎ町花園村にあります温泉花

圃の里の、いわゆる雪景色ツアー、これはそ

れ単独ではなかなか商品になりませんので、

高野山への観光と合わせて、工夫しながら実

施していくのが大事だと思っています。 

 それと、この花園の花圃の里といやしの湯

の共通する部分で、先日の新聞の折り込みに

も入っておったんですけど、ジビエ料理、ジ

ビエイベントの協賛施設になっております。

そういったものも、食の部分のＰＲもできる

のではないかと思います。いずれにしても、

そういった山間であったり、田んぼ、畑、そ

ういった四季折々の風景というのは、私たち

にはわからない、非常に外の方からの魅力が

あるようですので、そういったものを全て取

り入れながら旅行商品を構築していただけた

らというふうに願っておるところでございま

す。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）売れるといいですね。

やどり温泉ね。ぜひ期待しておりますよ。す

ばらしい商品になるように、ぜひ期待してお

ります。さっき、こうもおっしゃったんです

よ。かつらぎのフルーツ狩りと合わせまして、

フルーツ狩りの体験型商品、これ、あるんで

すけれども、地元の理解というのが得られて

いるのかどうか。フルーツ狩りですよ、はた

ごんぼもそうなんですけれども、地元の皆さ

んのご理解を得ていらっしゃるのか。 

 これ、観光庁のＤＭＯの役割と多様な関係

者との連携のチャートなんですけれども、地

域住民との関係は、日本版ＤＭＯとの関係は、

地域住民の皆さまには観光地域づくりへの理

解、よろしいですか。まずこれが挙げられて

いるんですけれども、今、部長がおっしゃっ

たんですよ、先ほどのご答弁で。フルーツ狩

りの体験型というようなことをおっしゃった

んですけれども、これは通告外ではありませ

んよ。地域住民の理解というのは得られてい

るのかどうか。十分に得られているのかどう

か。加えて言うなら、通告外ぎりぎりかもし

れませんけども、黒河道への観光商品になる

のかどうか。これは二点、いかがですか。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）坂口議員の質問にお答

えします。 

 先ほどからＤＭＯの商品の中身とかという

お話をしていただいているんですけども、あ

くまで主体はＤＭＯなんです。そこでどうい

う商品をつくるかというのを、これから３月

いっぱいの間に決めていただくということな

んです。うちも後方支援として２名の職員を

つくりますけども、実際には、これからＤＭ

Ｏの民間事業者の中で協議をしていただいて、

その中で行政がそこに協力できるところは協

力をしていくということなんで、ここで発言

したことがそのままＤＭＯの姿やというふう

に理解されますと、大変困ります。 

 これはあくまで理事長もおって、理事もお

って、その中で商品の熟成というのをしてい

きますので、経済推進部長が言っていること

は、市の考え方でもどうかと思いますけども、

個人の考え方というふうな考え方をしていた

だかないと、それに対して、それがまさにそ
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のようにいくということではないという理解

だけは持っておいてください。あくまで橋本

市の立ち上げたＤＭＯというのは民間団体で

あるということだけ、忘れやんといてくださ

い。 

○議長（岡 弘悟君）坂口議員、経済推進部

長がおっしゃっていることは、経済推進部長

の中のイメージであると、そういうふうに認

識してください。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）続いて、ドローンの話

を伺います。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、台

風被害・土砂災害調査でのドローンの導入に

ついて、防災・消防における本市の方向性に

対する答弁を求めます。 

 危機管理監。 

〔危機管理監（坂本安弘君）登壇〕 

○危機管理監（坂本安弘君）台風被害・土砂

災害調査でドローンを利活用し導入すること

の是非についてお答えします。 

 ドローンの導入につきましては、以前の議

会でも何度かご質問いただいており、災害時

においての情報収集、行方不明者の捜索等で

有用性は認識しています。 

 しかしながら、直接市で導入を考えた場合

には、購入費や操縦技術者養成研修費用に加

え、導入後もメンテナンスや操縦技術の継続

のための定期的な訓練等が必要となります。 

 このため、本市としては民間企業との災害

協定締結によるドローンの活用を考えており、

直接市による購入については考えていません。 

 協定については、平成20年４月９日に、災

害時における応急復旧応援に関する協定を締

結している橋本市建設協会との間で、平成29

年度よりドローンの活用を協定内容に加えて

います。 

 また、ドローン及び操縦者の派遣に関する

協定を和歌山市及び河内長野市の民間企業と

本年度中に締結する見込みです。 

○議長（岡 弘悟君）消防長。 

〔消防長（寺垣内 守君）登壇〕 

○消防長（寺垣内 守君）消防本部における

台風被害・土砂災害調査でドローンを利活用

し導入することの点についてお答えします。 

 消防活動の分野におきましても、災害現場

での情報が迅速に短時間で収集できることか

ら、大規模火災等における被害状況の把握や、

行方不明者の捜索、また、有毒ガスの漏洩事

故等で消防隊員が接近できないような場所に

おいての状況把握など、消防隊員の安全を確

保する上でも非常に有効なものと考えていま

す。 

 本市においては、今年度中に関係企業との

ドローン及び操作者の派遣に関する災害協定

が締結見込みと聞いています。よって、災害

時の活用を市担当部と検討していきたいと思

います。 

 また、緊急性がない、災害発生後の災害復

旧、復興時期においての被害状況調査等に対

して、消防としましては、山林火災及び大規

模火災調査は和歌山県防災ヘリコプターの活

用を考えており、台風や地震等の災害調査は、

市担当部に委ねています。 

 したがって、消防本部といたしましては、

ドローンの導入、購入は考えていません。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）危機管理監、消防長、

ありがとうございました。前向きに、本当に

いろいろとドローンの利活用についてお調べ

をいただいているようです。 

 改めて伺います。今のご答弁内容では少し

内容が薄かったようですので、実際に災害現

場では、ドローンというのがどのようにして
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使用できるものなのか。改めて、もう一度、

伺います。どのような使い方ができるのか。

実際に沿ったお話を伺えればと思います。 

 危機管理監から伺います。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）災害対応におき

ましては、災害発生後の現場の被害状況確認

などの情報収集を主な活用方法として考えて

ございます。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）続いて、消防長に伺い

ます。実際に消防の現場、リニア火災の現場、

人命救助の現場、要救助者が目の前にいる現

場、ドローンはどのようにして利活用できる

のか、想定される範囲内で結構でございます

のでお答えください。 

○議長（岡 弘悟君）消防長。 

○消防長（寺垣内 守君）議員おただしの件

ですけども、消防本部としましては、人命救

助等にドローンを投入すれば有用なのは重々

わかっております。しかしながら、目の前に

救助者がいる場合、ドローンを活用する前に

現行の資機材を用いて救助するのが得策かと

考えております。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）それでは、企業協定を

結ばれるということなんですけれども、いわ

ゆるスクランブル発進の場合の緊急発進の場

合のそれが担保できているのか。例えば、大

きな震度５強、震度６、そういった大規模地

震、広域な巨大地震が発生した場合、道路が

寸断されている、あるいは土砂崩れが起きて

いる。そういったところで、和歌山市、河内

長野市からパイロットが派遣されるのかどう

か。そういったところは、これから締結され

る企業とはどのような締結内容になっている

のか。いわゆるスクランブル発進が担保され

ているのかどうか。加えて、今の一つ目、１

回の出動でどのくらいの費用がかかるのか、

どのような契約になるのかというのをお尋ね

いたします。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）お答えをいたし

ます。今回、協定を結ばせていただく予定の

民間企業につきましては、和歌山市、河内長

野市の業者でございまして、基本的には、発

災時における相手方の被災状況や交通網の状

況によって明確にお答えすることはできませ

んが、各社とも交通手段は主に車での来市と

いうことになるというふうに聞いております。

あわせて、市内業者、建設協会にドローンを

お持ちの市内業者が２社いらっしゃいますの

で、緊急性というところでは、市内業者にも、

今回、協定に参加していただいたということ

になっております。 

 それから、派遣にかかる費用でございます

けれども、以前の議会でもオペレーターの派

遣ですとか、ドローンの使用料、それから映

像の撮影費用等を含めて20万円程度とお答え

をさせていただきましたが、今回、新たに協

定を結んでまいります中で、市内の業者では

操縦者とカメラの操作者２名を基本として、

二、三時間を１回として七、八万円程度、和

歌山市の業者が、拘束時間にもよりますが、

５万円から15万円程度、それから、河内長野

市の業者につきましては、１回の要請で約２

万1,000円程度というふうに聞いております。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）わかりました。では、

そのドローンの性能なんですけれども、どの

程度の最大ペイロード、ジンバル、それと、

何枚羽のドローンを今、想定していらっしゃ

るのか。赤外線ＣＣＤカメラが搭載されてい

るのか。そういったところはしっかりとお調
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べになっていらっしゃるんでしょうか。実際

に使えるかどうかという話です。そういった

ところは、あるいは最高航行飛行時間、非常

に大切になってくると思いますが、どの程度

のドローンを今、想定されて、協定を結ばれ

ようとされているんでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）現在、そこまで

の詳しい資料は、今、手持ちで持ち合わせて

ございません。後ほどご答弁させていただき

ます。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）現在、対全天候型のド

ローンも開発されております。私が１年前に

ここでお尋ねしたとき以前よりもはるかに高

性能のドローンが既に開発されています。雨

水がオーケー、あるいは夜間でもオーケー。

ドローンの技術というのは日進月歩ですので、

ぜひお調べをいただいて、実際の災害現場で

はどのような利活用ができるのか。そういっ

たところまでしっかりとお調べをいただいた

上で企業協定を結ばないと、やみくもにドロ

ーンだったら何でもいいというわけでもあり

ませんし、実際に想定を超えた被害が発生し

た場合、実際にドローンは来たは、結局使え

なかったわとか、そういうようなことが起こ

っては大変なんですけれども。 

 消防長、どうなんですか。いわゆる画像解

析ソフトまで考えていらっしゃるんでしょう

か。例えば、リニア火災であったり、土砂災

害であったりとかした場合、そういう画像解

析ソフトがなかった場合、そこまで考えてい

らっしゃいますか。そこまで考えてらっしゃ

いませんか。どうですか。 

○議長（岡 弘悟君）坂口議員、答弁書では、

ヘリコプターなどを活用して調査はやってい

くという話になっているので。 

○５番（坂口親宏君）わかりました。では、

危機管理監に伺います。 

 ドローンを導入するのは結構なんですけれ

ども、解析ソフトは、そこまで面倒を見てく

れるんですか。そこまでケアをしてくれるの

かどうか。あとは、解析はそっちでやってね

という感じですか。どちらですか。 

○議長（岡 弘悟君）画像解析等についての

情報は、先ほどの答弁と同じで持ち合わせて

ないと思いますけども。持ち合わせますか。

また、後ほどの答弁でよろしいですかね。 

 危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）先ほど協定の締

結を考えておるとお話をさせていただいた和

歌山市の業者については、画像の解析も協定

の中に含んでございます。ただし、別途料金

として、30万円から60万円程度の費用は、先

ほどの派遣費用に加えてかかってくるという

ことでございます。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）わかりました。ありが

とうございました。 

 では、最後の質問になろうかと思います。

これは消防長に伺います。大規模な災害、火

災が想定された場合、隊員の安全を確保する

上でも非常に重要な手段であるという先ほど

のお話だったんですけれども、隊員からは、

目の前に要救助者がいる場合、先ほどの消防

長のご答弁だったんですけれども、ファイア

ーマンとしての志で何とか使えるものは使い

たいという、まだスクランブル発進ができて

いない状況の中で、本市として、ぜひドロー

ンを保有してほしいという、隊員からのそう

いった声はなかったのかどうか、これを伺い

ます。 

○議長（岡 弘悟君）消防長。 

○消防長（寺垣内 守君）議員のおただしの

件ですけども、隊員のほうからは一応、現在

のところ、ドローンの話は出ておりません。 
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 それと、大規模災害におけるドローンの活

用につきましては、一応、補完という形で、

まずはドローンより先に人命救助というよう

な形の中で私どもは考えております。 

 また、議員おっしゃられるようにドローン

を活用して、人命の検索とかにつきましては、

時期尚早といいましょうか、現在、指令台の

ほうがうちのほうに導入されております。そ

の中で指令台と、今現在、救急車につきまし

ては、画像伝送という形で伝送システムを組

んでモニターに写せるというような状況をつ

くっております。それにのっけて、ドローン

がもしそういうふうに指令センターのほうで

把握できるようになれば、考えていけたらな

と思います。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）人知を超えた大災害が

発生した場合、我々の想像をはるかに超えた

被害があった場合、目の前に要救助者がいる

場合、現在考えられるあらゆるテクノロジー

を考えて使って救助するというのが、本当に

ファイアーマンとしての志だと思うんですけ

れども、そのあたりはひとつぜひよろしくお

願いしたいと思います。 

 危機管理監に申し上げます。ドローンの技

術というのは日進月歩です。協定を結んでい

ただける、大変結構です。大変楽しみにして

おります。応援しております。ですが、どの

ようなドローンの性能なのか、ぜひしっかり

と把握をしていただいて、実際に使えるドロ

ーンを、ぜひ契約していただきたいというふ

うにお願いをしておきます。今、手元にもし

ありましたら、お答えいただいて結構です。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）手元に届いた資

料によりますと、和歌山市の業者には３機の

ドローンを保有しております。それぞれ、プ

ロペラの枚数につきましては４枚でございま

す。飛行可能時間については20分程度、最大

風圧抵抗は秒速12ｍから10ｍでございます。

以上のような資料が、現在、手元にございま

す。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）非常に機能のお話であ

ったんで、ＣＣＤカメラであったりとか、赤

外線カメラは搭載していませんか。非常に重

要な機能ですので、あるいは、落下防止機能、

パラシュート機能もついているドローンもあ

りますので、そのあたりは十分に、ご答弁は

結構ですから、ご精査をしていただいて、実

際の災害現場で使えるもの、ＣＣＤカメラあ

るいは赤外線カメラというのは非常に重要な

ツールですので、そういった搭載機能のある

ドローンをぜひ企業締結をしていただきたい

というふうにお願いをしまして、私の一般質

問を終わらせていただきます。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）危機管理監、答弁もれ

ありますか。 

 危機管理監。 

○危機管理監（坂本安弘君）先ほど申し上げ

ました和歌山市の業者で、１機でありますけ

れども赤外線カメラを搭載してございます。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君の一般質

問は終わりました。 

 この際、午後３時55分まで休憩いたします。 

（午後３時41分 休憩） 

 


